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 アダプティブな対話式 ICT 教材の開発と提供を行う株式会社すららネット（本社：東京都千代田

区、代表取締役社長：湯野川孝彦）では、2022年 8月 20日（土）10時より、「第 8回 すらら アク

ティブ・ラーニング」オンライン発表会を開催しました。 

今年は「外国にルーツをもつ人が、あなたの住んでいる街でよりよく生きるには?(多文化共生社会)」

という課題に対して、実態調査の分析から学生同士の交流の必要性に着目し、実践フローを提言し

た長崎県長崎市の真未来塾に所属するチーム「Nagasaki Global Innovators」が最優秀賞に決定し

ました。 

 

 
 

「すらら アクティブ・ラーニング」は、参加者が ICT の活用により学年・地域に関係なく社会課題解

決に向け議論し、Society5.0の時代を生き抜く力をはぐくむ協働学習イベントです。今年は全国の小

中高生約 250名が参加しました。5月末から ICT を活用した意見交換やワークショップを経たのち、

3人 1組になって調査・分析などを行い 7月上旬にレポートが提出されました。その中から選考され

た 6チームがオンラインでプレゼンを行いました。 

最優秀賞のほか、優秀賞、特別賞に加え、最終選考におしくも進めなかったチームの中から 5チー

ムが奨励賞に選ばれました。 

 

最優秀賞を受賞した「Nagasaki Global Innovators」は、中学 2年生男子と高校 1年生の男子、高校

2年生の女子のチームです。課題に対しては、学生同士のマッチング、料理の持ち寄りなど国際交

流の機会となるイベントを提案しました。 

 

「第 8 回 すらら アクティブ・ラーニング」オンライン発表会 

最優秀賞は「Nagasaki Global Innovators」（長崎県/真未来塾） 

論理的思考とプレゼンの秀逸さが高評価 

 

 



 
 

審査員からは、テレビのインタビュー形式での演出で目を引くプレゼンが際立っていた点、提案に取

り組むべき背景や理由を論理的に説明できていた点、そしてターゲットや実践のフローが盛り込まれ

ていた点などが高く評価されました。 

受賞メンバー3人のうち 2人は小学 5年生の時からアクティブ・ラーニングに参加し続けています。こ

れまでの経験を活かし、今年は楽しく見てもらいたいという思いが強かったようで、「データ分析と動

画の作りを工夫しました」とメンバーたちは語ります。課題解決に向けて、当初想像していた言葉の

障壁以外に困っていることを明らかにすべく、当事者へのアンケート調査で実態把握を行いました。

メンバーたちは今回の取り組みを通じて、「日本にいる外国人に積極的に関わっていきたい」と気持

ちの変化を語りました。 

チームを指導した小池まみこ塾長は、今年で 5回目の最優秀賞受賞チーム輩出となりました。アク

ティブ・ラーニングのポイントとして「何かを調べてまとめるだけでは自己満足で終わってしまいます。

調べてまとめたことを人に聞いてもらって反応してもらうこと、つまり自分以外の人の行動を促すところ

までがプレゼンだと子どもたちに伝えています」と語ります。また、「このプログラムは、様々ある社会

課題を考える良い機会です。今回のテーマについても、長崎は在住の外国人が多くいないため、日

常生活においてこの様なテーマを考えることもなかったでしょう。さらにチーム制での取り組みにする

ことで、メンバーそれぞれが自分の役割を責任を持ってできます。このような学びの機会を重ねること

で、文章を書くスキルやデータ分析に必要なスキル、創造力なども自然と身についていることが指導

側からも実感できます」と、すらら アクティブ・ラーニングの有用性を語ります。 

 

 

＜審査結果＞ 

【最優秀賞（全国第一位）】 

チーム名 ：「Nagasaki Global Innovators」  

所  属 ：真未来塾（長崎県） 

メンバー  ：齋藤 優輝さん（中 2）、窄 那明さん（高 1）、櫻井 ももこさん（高 2） 

 

【優秀賞（全国第二位）】 

チーム名 ：「カエル軍団」 

所  属 ：G-braves（千葉県） 

メンバー  ：小川 和恭さん（ 小 3）、久田 瑠羽さん（小 5）、加藤 蒼空さん（中 2） 

 

【優秀賞（全国第三位）】 

チーム名 ：「チーム NYS」  

所  属 ：G-braves（千葉県） 

メンバー ：奥村 翔平さん（小 3）、池澤 勇気さん（小 3）、奥村 新奈さん（小 2） 

 

【特別賞（3チーム）】 

チーム名 ：「Team Bolide」  

所  属 ：英進館原校（福岡県） 

メンバー ：石橋 武翔さん（中 1）、駒田 孝太さん（中 1）、志波 和花さん（中 1） 

 

 

 

 



 
 

チーム名 ：「For Everyone」  

所  属 ：英進館福間校（福岡県） 

メンバー ：村上 晴大さん（中 1）、櫻井 優輝さん（中 1）、三浦 悠翔さん（中 1） 

 

チーム名 ：「ここぽまる」 

所  属 ：個別学習塾ココテラス（山梨県） 

メンバー ：辻 望睦さん（小 5）、河西 駿輔さん（中 3）、若尾 愛姫さん（高 1） 

 

 

■「第 8回 すらら アクティブ・ラーニング」開催概要 

主  催 ：株式会社すららネット 

参加費 ：無料 

テーマ ：外国にルーツをもつ人が、あなたの住んでいる街でよりよく生きるには? 

(多文化共生社会) 

期 間 ：2022年 5月 20日（木）～8月 20日（土） 

参加対象 ：全国の小学生～高校生 

特別審査員： 

内閣府地方創生推進室 ビッグデータチーム 参事官補佐   紫竹貴司氏 

カイロ大学准教授、在エジプト日本国大使館学術顧問     Lina Ali氏 

スケジュール： 

（1）5月 20日（木）～6月 16日（木） ：専用 SNS（すららチャットマップ）で質問に回答・議論 

（2）6月 11日（土） ：オンラインワークショップで全国の参加者と交流 

（3）6月 12日（日）～7月 8日（金） ：学校・塾でチームをつくりレポートを作成 

（4）8月 20日（土） ：最終プレゼンテーション大会（オンライン） 

※上記（1）（2）は個人参加、（3）（4）は 3 人 1 組のチーム参加です。 
 

■特別審査員より 

 

内閣府地方創生推進室 ビッグデータチーム 参事官補佐   紫竹 貴司氏 

今回の活動は、先生から一方的に教えられる正解がある授業と異なり、正解がなく、1位でないから

間違っていたということではありません。参加された皆さんが正解です。後はそのアイデアに基づい

てどうやって周りを巻き込んで、説得力のある説明をして、実現に向けて動いていくか、という経験が

大事です。 

政府でもこのようなアクティブ・ラーニングや探究学習という活動を支援すべく、データをグラフでわか

りやすく表示する RESAS（リーサス：地域経済分析システム）※など、WEBサイトで社会におけるデー

タの利活用推進や、それを通じた社会課題の解決に取り組んでいます。普段から身の回りの物事に

いろいろ関心を持ち、その分野についてデータを探して、そこから浮かびあがってきた社会課題に

対して、実現に向けた方策を考える、そして実践するということは非常に大切なプロセスです。 

今後も、今回の提案のように身近な物事に興味関心を持ち、気になるデータを調べて、周囲に論理

的に説明して、自分事として取り組んでもらいたいと強く思います。 

 

※地方創生の様々な取り組みを情報面から支援するために、産業構造や人口動態、人の流れなどの官民ビッ

グデータを集約し、可視化するシステム。経済産業省と内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局

が提供している。 



 
 

 

■「すらら アクティブ・ラーニング」とは 

 

学力テストで明らかになった思考力、表現力への課題 

ICT を活用した 3か月間の探究学習で議論しながら主体的に学ぶ力を養う 

今年で 8回目を迎える「すらら アクティブ・ラーニング」には、これまで延べ約 2,000人の小中高生

が参加しています。学年や地域、学力の違いがあっても課題に対して考えを深め、議論し、考察・ま

とめまでできるように工夫された 4つのステップを 3カ月間かけて取り組む、実践的な探究学習で

す。今年の学力テストで明らかになった思考力、表現力への課題。すららでは、これらの力の重要性

にいち早く着目し、子どもたちに学びの機会を提供しています。 

 

 

■「すらら アクティブ・ラーニング」の特徴 

 

１）アクティブ・ラーニング本来の目的を網羅した、3カ月間の実践的プログラム 

グローバル化社会と情報化社会への変化に伴

い、知識そのものではなく知識の使い方が価

値をもつ時代となりました。不確実な状況下

で、自分なりに考え、行動できることの重要性

が高まっています。そこで「探究学習」という名

で「アクティブ・ラーニング」が学習要領に盛り

込まれました。一方で、アクティブ・ラーニング

の現状として「調べ学習するだけ」「話し合うだ

け」という形式的なものが多くあります。「すらら アクティブ・ラーニング」は、特定の教科によらないテ

ーマ、唯一の正解が存在しない課題、異質な他者との ICTを使った交流に 3カ月間かけて取り組

むことを通し、社会で働くときにも役立つ思考・コミュニケーションスキルを身につけられる、実践的な

独自のプログラムです。 

 

2）社会性の高いテーマ：特定の教科によらない、唯一の正解が存在しない 

「すらら アクティブ・ラーニング」では、「宿題は廃

止するべきか」という身近なものから「政治への関心

を高め、政治参加を促進するには？」まで、社会性

の高いテーマを毎回設けています。単一の教科知

識の習得に留まることなく、さまざまな知識を駆使

し、情報を分析して多角的に課題をとらえることを

狙いとしています。そして、唯一の正解が存在しな

いテーマを画題にすることで、互いの考えを尊重

し、認め合うことも学びます。 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

3）異質な他者と ICTを使った交流：多様性とネットコミュニケーションリテラシーの獲得 

「すらら アクティブ・ラーニング」には、北は北海道、南は鹿児島、時には海外在住の方も含め、全

国の小学生から高校生までが一同に参加します。最初のステップは独自のチャット機能を使って、1

か月間お互いの意見を議論し合います。週 1回 1テーマのお題を出します。一人の意見から様々

な意見が広がっていく様子が見た目でもわかり、議論の活発さが可視化できます。次のステップで

は、オンラインでワークショップを行います。学年、地域、性別もバラバラに４人 1組のチームを事務

局側で組みます。ここでも 1つのテーマに対して４人で議論し、時間内に考えをまとめて発表しま

す。2つのステップを経ることで、ネットコミュニケーションリテラシーを自然と身につけることになりま

す。また、それぞれの考えの違いなどにも気づきを得る経験を積みます。 

 

 

■「すらら アクティブ・ラーニング」プログラム構築の狙いと今後の展望 

 

株式会社すららネット 「すらら アクティブ・ラーニング」 責任者 坪田 未歩 

すららネットでは、どのような学力レベルの子どもでも分かるようになる、できるようになる最先端技術

を活用した学習教材の開発をしています。アクティブ・ラーニングは学校の授業でも行われますが、

ほとんどが 1日で完結し、見知った仲間と行うものが多くあります。しかし、社会に出てプロジェクトを

遂行する時は、1日で終わることはなく、初めてともに働く人との関係性構築が必須です。そこで「す

らら アクティブ・ラーニング」では、解のない課題に、初めて会う仲間と取り組み、数か月かけて議論

し考え、実行して検証して結果をまとめるなど、社会に出て実践できる内容にしています。それを無

理なくやり切れるようにするため、プログラム設計には当社の「スモールステップでつまずきをなくす」

ノウハウをふんだんに盛り込んでいます。 

今後は、海外に住む学生や子どもたちとの国境を超えたディスカッションを実現するなど、よりスケー

ルの大きな学習体験を届けていきたいです。また教科学習との連携を強め、日ごろの教科学習で学

んだ知識の実践・応用の機会としてアクティブ・ラーニングイベントを利用いただけるように、プログラ

ムの改良をしていきたいと思います。 

 

 

 

 


